














































































This is a report EMG musical instruments for Media Arts. I have developed three generations of EMG instruments, and 
the new target (4th generation) is the effective instruments for musical gesture/nuance.
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・ コ ン ピ ュ ー タ 音 楽 作 品"BioCosmicStorm-II"、 作 曲
2001年、2001年9月25日『Ensembleconcert of 
"Human Supervision and Control in Engineering 
and Music"』(Kasseler Sparkasse Wolfsschlucht 
Kassel、Germany、パフォーマンス : 長嶋洋一)
・ コ ン ピ ュ ー タ 音 楽 作 品"BioCosmicStorm-II"、 作 曲
2001年、2001年9月26日『Ensembleconcert of 
"Human Supervision and Control in Engineering 






・ コ ン ピ ュ ー タ 音 楽 作 品"Wriggle Screamer"、 作 曲







年、2004年9月17日『La Kitchen 公開 レクチャー
コンサート』(La Temple、パリ、パフォーマンス : 長
嶋洋一)
・ コンピュータ音楽作品"BioCosmicStorm-III"、作曲
2004年、2004年9月17日『La Kitchen 公開 レク
チャーコンサート』(La Temple、パリ、パフォーマン
ス : 長嶋洋一)
・ コンピュータ音楽作品"Wriggle Screamer II"、作曲
2005年、2005年5月27日『NIME05』(カ ナ ダ 






















図 1  新しい筋電センシング回路の例と実験基板の外観























































図 2  純銀円盤電極による筋電ベルトの外観(上)と電極の
アップ(下)

































図 6  筋電情報検出実験システムの外観(上)と実験用
Max5パッチ例(下)
図 4 予備実験の模様(ウォームアップ)
図 5  純銀円盤電極の出力信号例 : 脱力(上) 力を入れる(下)
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